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（資料 2 別紙２） 

 

 

「環境技術」であることの判断の目安 

 

環境技術の定義は、「従来の技術と比べて環境の改善効果又は保全効果をもた

らす技術又は環境に関し測定する技術」である。それぞれの類型について、環

境技術に該当するかどうかの判断の目安は以下のとおりである。 

 なお、技術が環境技術に該当するかどうかについては、一義的には実証申請

者に説明責任があることを申し添える。 

 

１．従来の技術と比べて環境の改善効果又は保全効果をもたらす技術 

従来の技術がある場合は、申請書から判断し、明らかに環境の改善効果等が

劣っているものは環境技術と認められない。なお、この判断は、技術実証検討

会での判断でも差し支えない。また、環境の改善効果等が従来の技術と同等で

も、価格、利用方法の簡便さ等で改善点があるのであれば、環境技術と認めら

れる。 

 従来の技術がない場合は、技術を使用しなかった場合と比較した環境の改善

効果等が見込めるかどうかで判断する。 

 

２．環境に関し測定する技術 

 測定する項目が、環境の状況や影響の度合い等に関するものであれば環境技

術に該当する。 

 


